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教頭　木原　弘和

7月・8月・12月・3月

公表予定回数 公表回数 2 公表実施月 8月,3月

1回の校長面談の平均実施時間(分)

非違行為防止マニュアル作成月 8

校長室の入り口を常に開けてあり、職員や児童・保護者が入りやすくしてある。

続発する不祥事を根絶し、県民の信頼を回復するため、職員一人ひとりが非違行為防止を自分の課題と考え、

自分の指導・行為を見返し、意識改革を図る。

教頭 非違行為防止委員会第三者委員役職名

非違行為防止委員会実施予定回数

1人の教職員当たりの校長面談実施回数 校長面談実施月 7, 9,12,2      

学校評議員　塩原　操　様

26年度　「非違行為防止研修」取組計画及び実施報告書

非違行為防止委員人数 非違行為防止委員会主任職名

中村　正昭

学校種(小:1,中:2,特支:3) メールアドレス nabeyatajs@es.nagano-ngn.ed.jp

郡市名 長野市 学校名 校長名鍋屋田小学校

目
標

非違行為防止研修内容の公表方法

026(234)2185

非違行為防止委員会の実施回数 非違行為防止委員会実施月

相談窓口の利用促進にかかわる工夫 相談窓口利用実績

○26年度の非違行為防止に関わる目標

学校便り、ホームページ

非違行為防止研修実施計画
実施報告（教職員の参加の様子

や反応、感想など）

・飲酒運転根絶のために誓いを作成。
・鍋屋田小学校職員不祥事０宣言(３年次）
を確認。

・飲酒運転等の非違行為は絶対起こさな
いと決意した。・「ちょっと待て」を合い言葉
に、同僚性を高めて本校職員会から絶対
に不祥事を起こさないことを確認した。

・「非違行為の根絶に向けて」事例９（ス
ピード違反）をもとに、小集団で話し合う。

秋の交通安全週間になり朝の街頭指導で
感じたことを話題にし、運転者になったとき
には速度超過に十分気を付けることを確
認した。非違行為撲滅名刺２「ちょっと待
て！スピードメーターを確認して！」と車の
スピードメーターに「ちょっと待て！」の
テープを配布した。

・「非違行為の根絶に向けて」事例１（児童
買春）、事例２（盗撮）をもとに、小集団で話
し合う。・校長による聞き取り調査。

わいせつ案件は、教員としてのみならず
人間として許されない行為であることを確
認し、疑いをもたれる行為についても互い
に声をかけたり注意をうながしたりすること
を大事にすることを確認した。

・「非違行為の根絶に向けて」事例４（ストー
カー行為）をもとに、小集団で話し合う。

保護者に個人的にメールを送ること、電話
をかけることが、大きな非違行為に繋がる
場合があることがわかった。

1人の教職員当たりの校長面談予定回数 3

・「体罰根絶のためのセルフチェックシート」
でチェックリストの実施。

・新しい環境に慣れたこの時期、自分の中
にもゆるみがある。体罰厳禁についての
決意を新たにした。

・「懲戒処分による給与等への影響」「非違
行為の根絶に向けて」事例６（体罰）をもと
に研修。・校長による聞き取り調査。

・懲戒処分を受けることが、自分にとっても
周囲の人たちにとっても大きなダメージに
つながることが分かった。面談の際、一人
ひとりの教職員と体罰は指導ではない、感
情をコントロールすることを確認した。

研修の回数（下記に回数を入れてください）○非違行為防止研修の実施計画と実施報告

７回

非違行為防止マニュアル作成予定期限月

・6/20USBメモリー紛失、週指導案簿紛失
をもとに研修。・「非違行為の根絶に向け
て」事例５（個人情報の紛失）をもとに研
修。

・本校の情報管理規定をもう一度確認し
て、機密情報の持ち出しは基本しないこ
と、校外に持ち出すときには学校長の許
可を得た上で持ち出すことをしっかり確認
した。

・「非違行為対応マニュアル」の見直し。・
「非違行為の根絶に向けて」事例３（わいせ
つな行為）をもとに、小集団で話し合う。・第
三者から学校現場に対する要望を直接聞
く。

「非違行為対応マニュアル」の見直しをし
て、チェックリスト等を付け加えた。わいせ
つな行為については、事例のどこが問題
で、疑われないようにするために気を付け
ることについて小グループに分かれて話し
合った。非違行為撲滅名刺１「飲酒・酒気
帯び運転撲滅」を配布して免許証入れに
携帯している。

mailto:nabeyatajs@es.nagano-ngn.ed.jp


12
月

1 1

1
月

1 1

2
月

1 1

3
月

1

合計 21 回 0 1 2 1 3 9 5

※適宜行追加してください。記入できない場合などは、資料を添付してください。

〇夏休み中の研修に一緒に参加させてもらったが、とてもいい雰囲気で研修をしていて良かった。上からの押
しつけでやらされているというのではなく、必要感を職員が感じながら実施していくことを大切に続けていって
欲しい。
〇新しい年度に入り、職員が替わったらまた共通理解をして進めていって欲しい。職員の人間関係が出来てき
た一学期末か夏休みになると良い雰囲気の中でロールプレイ等を取り入れた研修が可能になるので、時期に
よる内容を考えて計画して欲しい。
〇名刺サイズのカードに代行業者を書いておいたり、スピード違反の罰則等を書いておいて配るといった細か
な努力が大切。先生方に受け入れられるように工夫を重ねていって欲しい。

○実施した研修に対する非違行為防止委員（第三者の委員）の感想

・「非違行為の根絶に向けて」事例８（酒気
帯び運転）をもとに、小集団で話し合う。

年末であり飲酒の機会も多いので今回の
研修を受けて体内に酒が入ったら、残って
いたら運転しない。飲酒運転により、被害
者、自分の家族を苦しませることは不幸な
ことであることを再確認した。

・「非違行為の根絶に向けて」事例８（酒気
帯び運転）をもとに、小集団で話し合う。

年度末に飲酒の機会が多いが、飲酒前に
必ず帰宅方法の確認を行い、翌日の出勤
は公共交通機関を利用することを基本に
することを確認した。

校長会からの体罰事例の資料をもとに、小
集団で話し合う。

体罰を防ぐには心のゆとりが必要。アン
ガーマネジメント(２秒待つ）で心のコント
ロールをしていく。同僚性を発揮して互い
の言動で気になることはきちんと伝えてい
く。

・「非違行為の根絶に向けて」事例６（体罰）
をもとに、小集団で話し合う。・校長による
聞き取り調査。

自分の思い通りに子どもが動かないとき
や、子どもの態度が気になるときには感情
的にならずに、落ち着いてきちんと指導す
ることを確認した。また、暴言も体罰と同様
に許されない行為である。




